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三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱シーケンサMELSEC-Q/Lシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

AnyWireASLINKマスタユニットを使用したシステムにおいて，プログラムでスレーブユニットのパラメータ

(しきい値，断線検出，センシングレベルなど)読出し/書込みを行うプログラム作成時の注意事項を紹介いたし

ます。 

 

1. 注意事項 

AnyWireASLINKマスタユニットのバッファメモリ内のパラメータ格納エリア(Un\G12288～Un\G18431)は，ア

ドレス自動認識により，スレーブユニットのパラメータがID順に前詰めして格納されます。 

これにより，AnyWireASLINKシステムにスレーブユニットを追加・削除したID以降のスレーブユニット用パ

ラメータ格納エリアのアドレスが変動します。(存在しないIDのパラメータは削除して配置されます。) 

そのため，バッファメモリのアドレスを直接指定してプログラムを作成した場合，追加・削除したID以降の

スレーブユニットのアドレスを変更する必要があります。(IDを変更し，並びを入れ替えた場合も同様です。) 

回避策を「2.回避策」に示します。 
 

<例> アドレス10でASLINKER M12コネクタタイプ(入力タイプ)を追加する場合 
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表1：パラメータ格納エリアの変化 

 

バッファメモリアドレス パラメータ格納エリア 
スレーブユニット(アドレス10)

追加前 

スレーブユニット(アドレス10)

追加後 

 

Un￥G12288～Un￥G12335 パラメータ格納エリア1

ASLINKER ケーブルタイプ 

(出力タイプ)パラメータ 

アドレス4(ID 004H) 

ASLINKER ケーブルタイプ 

(出力タイプ)パラメータ 

アドレス4(ID 004H) 

 

Un￥G12336～Un￥G12383 パラメータ格納エリア2

ASLINKER M12コネクタタイプ 

(出力タイプ)パラメータ 

アドレス22(ID 016H) 

ASLINKER M12コネクタタイプ 

(出力タイプ)パラメータ 

アドレス22(ID 016H) 

 

Un￥G12384～Un￥G12431 パラメータ格納エリア3

ASLINKER ケーブルタイプ 

(入力タイプ)パラメータ 

アドレス0(ID 200H) 

ASLINKER ケーブルタイプ 

(入力タイプ)パラメータ 

アドレス0(ID 200H) 

 

Un￥G12432～Un￥G12479 パラメータ格納エリア4

ASLINKER ケーブルタイプ 

(混合タイプ)パラメータ 

アドレス2(ID 202H) 

ASLINKER ケーブルタイプ 

(混合タイプ)パラメータ 

アドレス2(ID 202H) 

 

Un￥G12480～Un￥G12527 パラメータ格納エリア5

ASLINKER M12コネクタタイプ 

(混合タイプ)パラメータ 

アドレス20(ID 214H) 

ASLINKER M12コネクタタイプ 

(入力タイプ)パラメータ 

アドレス10(ID 20AH) 

←追加 

Un￥G12528～Un￥G12575 パラメータ格納エリア6 データなし 

ASLINKER M12コネクタタイプ 

(混合タイプ)パラメータ 

アドレス20(ID 214H) 

←移動＊1

     

Un￥G18384～Un￥G18431 パラメータ格納エリア128 データなし データなし  

*1 パラメータ格納エリア5からパラメータ格納エリア6へ移動 

 

アドレス20(ID 214H)のASLINKER M12コネクタタイプ(混合タイプ)のパラメータ格納エリアは，アドレス

10(ID 20AH)のASLINKER M12コネクタタイプ(入力タイプ)が入ることで，パラメータ格納エリア5からパラ

メータ格納エリア6に移動します。 

 

2. 回避策 

スレーブユニットの追加・削除を意識することなく，パラメータ読出し/書込みをするプログラムの作成方

法を紹介いたします。 

AnyWireASLINKマスタユニット内のバッファメモリに「パラメータ格納先メモリ番号」(表2)があります。 

このパラメータ格納先メモリ番号を利用して各スレーブユニットのパラメータを読出し/書込みするプログ

ラムを作成します。 

パラメータ格納先メモリ番号には，アドレス自動認識後，IDのパラメータが格納されているバッファメモリ

の先頭アドレスが格納されます。 

 

表2：パラメータ格納先メモリ番号(Un\G10496～Un\G10751，Un\G11008～Un\G11263) 
 
バッファメモリアドレス 内容 詳細 

Un\G10496 

パラメータ格納先 

メモリ番号(出力) 

出力スレーブユニットID 000Hのバッファメモリ先頭アドレス 

Un\G10497 出力スレーブユニットID 001Hのバッファメモリ先頭アドレス 

  

Un\G10750 出力スレーブユニットID 0FEHのバッファメモリ先頭アドレス 

Un\G10751 出力スレーブユニットID 0FFHのバッファメモリ先頭アドレス 

Un\G11008 

パラメータ格納先 

メモリ番号(入力/入出力)

入力/混合スレーブユニットID 200Hのバッファメモリ先頭アドレス 

Un\G11009 入力/混合スレーブユニットID 201Hのバッファメモリ先頭アドレス 

  

Un\G11262 入力/混合スレーブユニットID 2FEHのバッファメモリ先頭アドレス 

Un\G11263 入力/混合スレーブユニットID 2FFHのバッファメモリ先頭アドレス 
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「1.注意事項」の<例>のシステム構成では，ASLINKER M12コネクタタイプ(入力タイプ)の追加後，アドレス

自動認識を実行した場合，以下のように格納値が変化します。 

 

表3：パラメータ格納先メモリ番号の格納値(「1.注意事項」の<例>の場合) 
 

バッファメモリアドレス データ 詳細  

Un\G10496 0000H 
出力スレーブユニット 

ID 000Hのバッファメモリ先頭アドレス
 

Un\G10497 0000H 
出力スレーブユニット 

ID 001Hのバッファメモリ先頭アドレス
 

Un\G10498 0000H 
出力スレーブユニット 

ID 002Hのバッファメモリ先頭アドレス
 

Un\G10499 0000H 
出力スレーブユニット 

ID 003Hのバッファメモリ先頭アドレス
 

Un\G10500 3000H 
出力スレーブユニット 

ID 004Hのバッファメモリ先頭アドレス

ASLINKER ケーブルタイプ(出力タイプ) 

アドレス4(ID 004H) 

Un\G10501 0000H 
出力スレーブユニット 

ID 005Hのバッファメモリ先頭アドレス
 

    

Un\G10518 3030H 
出力スレーブユニット 

ID 016Hのバッファメモリ先頭アドレス

ASLINKER M12コネクタタイプ(出力タイプ) 

アドレス22(ID 016H) 

    

Un\G10751 0000H 
出力スレーブユニット 

ID 0FFHのバッファメモリ先頭アドレス
 

Un\G11008 3060H 
入力/混合スレーブユニット 

ID 200Hのバッファメモリ先頭アドレス

ASLINKERケーブルタイプ(入力タイプ) 

アドレス0(ID 200H) 

Un\G11009 0000H 
入力/混合スレーブユニット 

ID 201Hのバッファメモリ先頭アドレス
 

Un\G11010 3090H 
入力/混合スレーブユニット 

ID 202Hのバッファメモリ先頭アドレス

ASLINKERケーブルタイプ(混合タイプ) 

アドレス2(ID 202H) 

Un\G11011 0000H 
入力/混合スレーブユニット 

ID 203Hのバッファメモリ先頭アドレス
 

    

Un\G11018 

0000H(追加前) 

↓ 

30C0H(追加後) 

入力/混合スレーブユニット 

ID 20AHのバッファメモリ先頭アドレス

ASLINKER M12コネクタタイプ(入力タイプ) 

アドレス10(ID 20AH) 

    

Un\G11028 

30C0H(追加前) 

↓ 

30F0H(追加後) 

入力/混合スレーブユニット 

ID 214Hのバッファメモリ先頭アドレス

ASLINKER M12コネクタタイプ(混合タイプ) 

アドレス20(ID 214H) 

    

Un\G11263 0000H 
入力/混合スレーブユニット 

ID 2FFHのバッファメモリ先頭アドレス
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3. プログラム例 

ステータス詳細およびセンシングレベル情報を読み出すプログラム例をご紹介します。 

しきい値のパラメータ書込みなども同様に実現可能です。 

 

(1) ステータス詳細(I/O断線)読出しプログラム例 

「1.注意事項」の<例>のシステム構成で，AnyWireASLINKマスタユニットの先頭入出力番号を0と設定し

た場合に，スレーブユニット(アドレス20)のステータス詳細を読み出すプログラム例を示します。 

 

 

*1 パラメータ格納エリア詳細の内容は「4.参考」を参照してください。 

 

スレーブユニット(アドレス20)のステータス詳細は，パラメータ格納エリア6(Un￥G12528～Un￥G12575)の

48ワードの40番目に格納されます。 
 

名称 読出し/書込み 対応バッファメモリアドレス 詳細 

ステータス

詳細 
読出し Un\G12567 

スレーブユニットの状態を示します。 

ビット単位のON/OFF により，スレーブユニットの状態は下記の1)～

6)となります。 
 

 

1)ユニット電源状態 

ON：スレーブユニット電圧低下 

OFF:異常なし 

2)センシングレベル状態 

ON：センシングレベル低下 

OFF:異常なし 

3)I/O断線(ASLINKER) 

ON：I/O 断線 

OFF:異常なし 

4)I/O短絡(ASLINKER) 

ON:I/O短絡 

OFF:異常なし 

5)I/O電源低下(絶縁タイプスレーブユニット) 

ON:ID設定なし 

OFF:異常なし 

6)システム予約 
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(2) センシングレベル情報の読出しプログラム 

センシングレベルは，ASLINKAMP，ASLINKSENSORのみの機器パラメータになります。アドレス20のスレ

ーブユニットは，「1.注意事項」の<例>のシステム構成でASLINKER M12コネクタタイプ(混合タイプ)

を，ASLINKAMPまたはASLINKSENSORに置き換えたシステム構成としてお考えください。 

 

(下記プログラム例は，ASLINKSENSORの光電透過タイプに置き換えたものとして説明します。光電透過

タイプは「透過投光タイプ」と「透過受光タイプ」の2つのスレーブユニットの組合せで動作します。 

アドレス20のスレーブユニットをASLINKSENSORに置き換えた場合は，「透過投光タイプ」と「透過受

光タイプ」の2つのスレーブユニット(両方ともアドレス20)に置き換わります。そのため，「1.注意

事項」の<例>のシステム構成はスレーブユニット7台の構成になるとお考えください。) 

 

AnyWireASLINKマスタユニットの先頭入出力番号を0と設定した場合に，スレーブユニット(アドレス

20)のセンシングレベルを読み出すプログラム例を示します。 

 

 

*1 パラメータ格納エリア詳細の内容は「4.参考」を参照してください。 

 

スレーブユニット(アドレス20)のセンシングレベルは，パラメータ格納エリア7(Un\G12576～

Un\G12623)の48ワードの41番目に格納されます。 
 

名称 読出し/書込み 対応バッファメモリアドレス 詳細内容 

センシングレベル 読出し Un\G12616 
接続するON/OFFセンサのアナログ値を0～100(10進数)で表示

します。 

 

4. 参考 

スレーブユニットのパラメータについて 

各スレーブユニットが持つパラメータは，下記の2種類があります 

・機器パラメータ(19種類) 

スレーブユニットごとに持つパラメータで，スレーブユニットの機種によって内容が異なります。 

詳細については，スレーブユニットの仕様を確認してください。 

・AnyWireASLINKパラメータ(3種類) 

AnyWireASLINKに接続するすべてのスレーブユニットが持つ共通のパラメータです。 

 

上記の内容とシステム予約部分を含めて48ワードの構成となっています。 

48ワードの構成について，パラメータ格納エリア1(Un\12288～Un\12335)を例として示します。 
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表4：スレーブユニット用パラメータ 48ワードの構成(パラメータ格納エリア詳細) 

 

バッファメモリアドレス 
ビットNo. 

読出し/書込み パラメータ名称 
F～0 

Un\G12288 ユニットID 
読出し 

(スレーブユニット→マスタユニット)
AnyWireASLINKパラメータ 

Un\G12289 機器パラメータ1 

読出し/書込み 

(マスタユニット→スレーブユニット)

機器パラメータ 

Un\G12290 機器パラメータ2 

Un\G12291 機器パラメータ3 

Un\G12292 機器パラメータ4 

Un\G12293 機器パラメータ5 

Un\G12294 機器パラメータ6 

Un\G12295 機器パラメータ7 

Un\G12296 機器パラメータ8 

Un\G12297 機器パラメータ9 

Un\G12298 機器パラメータ10 

Un\G12299 機器パラメータ11 

Un\G12300 機器パラメータ12 

Un\G12301 機器パラメータ13 

Un\G12302 機器パラメータ14 

Un\G12303 機器パラメータ15 

Un\G12304 機器パラメータ16 

Un\G12305 機器パラメータ17 

Un\G12306 機器パラメータ18 

Un\G12307 機器パラメータ19 

Un\G12308 機器パラメータ1 

読出し 

(スレーブユニット→マスタユニット)

Un\G12309 機器パラメータ2 

Un\G12310 機器パラメータ3 

Un\G12311 機器パラメータ4 

Un\G12312 機器パラメータ5 

Un\G12313 機器パラメータ6 

Un\G12314 機器パラメータ7 

Un\G12315 機器パラメータ8 

Un\G12316 機器パラメータ9 

Un\G12317 機器パラメータ10 

Un\G12318 機器パラメータ11 

Un\G12319 機器パラメータ12 

Un\G12320 機器パラメータ13 

Un\G12321 機器パラメータ14 

Un\G12322 機器パラメータ15 

Un\G12323 機器パラメータ16 

Un\G12324 機器パラメータ17 

Un\G12325 機器パラメータ18 

Un\G12326 機器パラメータ19 

Un\G12327 ステータス詳細 
AnyWireASLINKパラメータ 

Un\G12328 センシングレベル 

Un\G12329～Un\G12335 システム予約 ― ― 
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